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和歌山県白浜町臨海``北浜'つこ打ち上がったミドリイガイ

Perna viridis washed up on shore at "Kitahana beach" in Rinkai

in Shirahama Town, Nishimuro, Wakayama Prefecture, Japa虫

久保田　信串

Shin Kubota*

和歌山県白浜町番所崎の磯浜とその基部に北向きに東西に伸びる砂浜、通称"北浜''

柱は、過去5年間あまりで524種.亜種・型の軟体動物が打ち上がり(久保田.小山,2002a,

b主その後も追加麺が記録され続けているL(久保田・小山未発表)。このうちこ枚貝類の

ilガイ科では5属9種(ムラサキイガイ、イガイ、クログチ、コウロエンカワ幸バリガイ、

クジャクガイ、ムラサキインコ、ヒバリガイモドキ、ヒバリガイ、リュウキ'ユウヒバリガ

イ)が記録されているQ今回、第10番目の瞳として、わが国への移入種としてよく知られ

るようになったミドリイガイPerua viridis(L.)の2個体が、いずれも軟体部が消失し片方

の貝殻のみになったものでt.まあるが、 2003年9月中旬に相次いで打ち上がったので今回報

告するO　これで"北浜"や番所崎には、計6属10種のイガイ科の打ち上げ記録となるO

打ち上がったミドリイガイの2個藤(図1)は、貝殻の後腹部が破損消失し、殻の外表

面に付着しているサンカタフジツボも全ての個体が死亡していた。サンカクフジツボの全

個体からは蓋板が脱落しており、それらは、周殻と殻底だけ残存した個体と殻底のみにな

った個体とからなるO従って、ミドリイガイの2個体とも死亡後暫く時間が経過してから

打ち上力きったものと推察される。ミドリイガイの殻はいずれも厚く、またその大きさ(少

なくとも93mmの前後軸長)からみて、田辺湾附近で数度は越冬してきた(由名瀬・久保

臥1997参照)と推定された。なお、サンカクフジツボは番所崎の磯浜周辺には生息が見

られないので、 2個体のミドリイガイは、湾の奥に設置された養殖筏のような人工物上に

付着して成長_していたものと思われるO

臨海当ヒ浜"に打ち上がったミドリイガイの2個体の採集記録

前後軸長　　貝殻の左右　　採集年月日　　　サンカクフジツボの付着状態

榎本1 95mm以上　を　　2003年9月11日　　殻底と周殻合わせて25個体

標本2　93mm以上　左　　2003年9月14日　・殻底のみ7個体

ミドリイガイは、もともとはインド・酉太平洋の熱帯や亜熱帯の浅海域に広く分布す

るが、県下でミ下リイガイが最初に発見されたのは、 1992年8月に前岩崇氏により潮岬の

磯での稚貝の貝殻であった(紀伊民報, 1993),田辺湾では1996年1月中旬のほぼ同時期

に、吉田卯太郎氏(最大個体は45 mp)と著者(前後軸長26 mmの1個体の貝殻)が準

立に初めて稚貝を発見して以降(紀伊民報1996;田名瀬・久保田, 1996)、生息の確認情報

・待



や記録が増加し続けており`(田名瀬・久保乱19S7;真鍋, 2000;本党寺梓貝事務局,2003主

導年では田辺湾で日本最大個体(前後軸長132.8 mm)も発見されている・(田名瀬・真鍋,

2002)tまた、和歌山県沿岸では田辺湾に限らず、紀北(今原ほか;2001)や紀南(前岩,2000;

久保田,未発表)からも生息が確認されている。このような分布拡大は?最近問題となって

いる地球温暖化賓象とも関連しており、自軍各地での手下リイガイの分布の記録からみて

(植田, 2002);和恵山県沿岸からも生体の生息や打ち上げ個体の発見がこれまで以上の地

点で今後も増加してゆくものと推察される。
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図1.和歌山県白浜町臨海"北浜''-打ち上がったミドリイガイ2個体の貝殻の輪郭
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